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1．はじめに
　音楽文化が、個人的な楽しみから国際相互理
解、国際文化交流等の促進に大きく貢献するこ
とは、今日あらゆる場面で見受けることができ
るe又、現代の複雑な社会における心理的問題
の深さや深刻な高齢化社会の到来等で、音楽療
法の重要性必要性が叫ばれ、さらに、増え続け
る余暇の扱い等で生涯学習としての音楽の役割
が見直されている。こうした生活の中で、全く
音楽に触れない日などほとんど無いのではない
かと思われ、ましてや、保育園の一日の大半は
音楽が溢れている。生活福祉専攻では常に98～
100％の学生が保育士資格の取得を目指してお
り、音楽の得意不得意に関係なく、現場での対
応力を2年間で身につけねばならない状況にあ
る。
　音楽関連科目は、社会福祉士受験資格をも取
得できるよう作成された超過密スケジュールの
為、1年次に「基礎技能（音楽1）」（通年）、
「保育内容（表現1）」（半期）、2年次に「基礎
技能（音楽1）」（通年）、「保育内容（表現II）」
（半期）のみというタイトなものとなっている。
最も基礎となるピァノ指導は「基礎技能」と位
麗付けられ、50入の学生を5入の教員で10人ず
つ担当して実施している。様々なレベルの学生
が在籍しているため、基本的に個人指導になら
ざるを得ず、1コマ90分をどう配分して能力を
定着させ成果を生み出せるかが発足当初からの
課題であった。ただ単に技術を獲得するだけで
はなく、音楽の中に心身を解き放ち、，自由な表
現力と豊かな感性を育むことができるかという
贅沢な目標を含め、平成14年に第10期生を受け
入れたことを機に、これまでの取り組みを検証
する。
2．基礎技能（音楽）における試み
　現在、次の4点を考慮し、5人の教員が各々
独自の方法で指導に当たっている。もうエコマ
理論等の音楽科目があれば解決できることでは
あるが、現状では基礎技能に組み込まざるを得
ない。又、今後も必要に応じて変化してゆくこ
とだろう。
1）レベル別クラス編成
2）鍵盤和声
3）子どものうた
4）試験課題曲制
　どうしてもピァノ指導となると、2年問のう
ちに（あるいは、2年間しかないから）できる
だけ多くの曲を、できるだけ正確に弾けること
を願い、学生に対して厳しい練習を強いる傾向
にある。その結果、教師の熱意とは裏腹に、ピ
ァノはおろか、音楽そのものに背を向けてしま
うことにもなりかねない。ピアノ指導の果たす
役割が、ピアノ奏法を伝授する場から、音楽能
生活科学科生活福祉専攻
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カの蕃礎を培う場、表現力を育成する場へと変
おら訟ぱならなかったことと磯聯に、機々な観
点から試餐錯誤を重ねた末のポイントである。
1＞シベル劉クラス編戒
　λ学オリエンテーシaン；時にピアノレッスン
の経験調査（注1＞く資料ユ）を行い、クラス
編虞の資摺としている。今日、音楽教室、ピア
ノ教豊は§覚しい普及を見ているが、本学に入
学するまでレッスンを受けたことのない学生
は、軍成14年度生〈第翻選生〉で初めて15入と
なったものの〈グラフ参照〉、今まで20人を劃
ったことはない。又、小学生時の経験が最も多
い確級上の経験者数も、こ伽G嫡醸こ特筆す
べき傾海は見当たらないoしかし、6年以上と
はいえ、あくまで自己申告である為、レッスン
翻始年齢が抵ければ低いほど証臆の薄れもあっ
て、漿警なく初心者に：近いこともある。反面、
ビァノのシッスンは受絃たことはないが、吹奏
楽部に藪属していた等の音楽全毅の中に身をお
いていた学生などは、驚くほどの成長を見せて
くれることもある。
　以前、保育士養成校の入学試験にはピアノ実
技試験が諜せられ、受験の為に半年で教鋼本を
終了させたなどという強者の話をよく覇いたも
のだが、今は全国的に廃止傾向にある。本專敦
も勿論なV㌔保育現場における音楽教材や自動
演奏機器等の急ピッチの開発もこのことと無関
孫ではないだろうが、どちらが先なのかを検認
することは本稿の目的ではない。
　このように初心者が葬常に多い現状で、短時
聞に効率よく成果を上げること、又、ある程度
経験のある学生はさらなるレベルアップと応屠
力を拡大させることを狙い、経験年数溺にクラ
スを編成してみた。この試みは、クラスメイト
となった学生同士が互いに励まし合い、又鷺報
交換等を通して、教緬の手を借砂ずとも自ら育
ち始めていく様子が認められるようになるな
ど．嬉しい誤算を招いている。内容は後述する
が、大きく3段磯に分けて考えており、ピアノ
レッスンを一度も受けたことがなく高校におい
てr畜楽」を選択しなかった者をレベルユ、あ
未経験者数と6年以上の経験者数の推移”
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る程度のレッスン経験があり発表会等での演奏
経験がある者をレベル3、そして、それらの中
間に位置する者をレベル2としているe
2）鍵盤和声
　学生達の実習巡回指導の際、筆者が音楽担当
と知るや、園長先生に「楽譜通りでなくともよ
いから、もっと子ども達が歌いやすく弾けるよ
うに」と指摘されたことがあった。初心者が、
半年や一年でピァノを弾きこなすことなど不可
能であるのに、どの様に歌い出すか予想もつか
ない子ども達の前で立ちすくむ学生達の姿が目
に浮かんだ。子ども達に音楽で働きかけ、その
反応を読み、自由な表現を引き出すことなど望
むべくもない。この事態を打開すべく、実用性
のある和声学を基礎技能に年3～4コマ集中的
に取り込むこととした。本来、理論の時間で行
われるべきことであるが、むしろ理論が一人歩
きし、具体的な曲との噛み合わせが悪くなるこ
とを防ぐことができたと考えている。音楽を支
える基本的な和音の構造を理解すれば、かなり
の「子どものうた」は自分のレベルに応じて改
編しで弾くことができる。これはとりもなおさ
ず、普通のピアノ曲を弾くにも大いに役立って
くるe又、保育園のみならず、様々な施設での
音楽活動や、何より自分の楽しみのためにも意
味のあることである。
　一番危険なのは、演奏技術の修得に傾きすぎ
てしまうことであちう。確かに、その修得には
莫大な時間と努力が必要であるが、音楽の構造
や歴史的背景にういての知識が弱いと、音楽の
中にどれほどの表現があうて、どんな味わいの
ものがあるかの理解が弱くなってしまうもの
だ。
　その導入方法は、大体クラシック系の教え方
を基本としているが、この方法は時間をかけて
しbかり学べばいろいろな点で役に立つもの
の、何分古く、次から次へと新しく作り出され
る「子どものうた］や、［日常流れている音楽の
現実に合わないこともある。例えばマライア・
キャリーのポップソングを弾いてみるには、コ
ード・ネームとコー一一“ド進行の定型を覚える方が
いいし、速い。しかし、ちょっと移調しようと
すると、どたんにクラシック系の度数表示の和
声の方が役立つことが分かる。（注2）どちら
も学べればよいのだが、その方法は5入の教員
に任されている。
　この導入により、初心者も、旋律を弾くだけ
に甘んじていた子どものうたを味わうことがで
きるようになったと思われる。卒業後も困った
事態が生じた時に基本に立ち返って自分で対処
できる自発性を育てることができたのではない
か。又、「弾く」ことだけでなく、「知る」こと
と有機的に結びつくことで、音楽の喜びも倍増
したのではないかと考える。
3）子どものうた
　どんなに難度の高いピアノ曲が弾けたとして
も、子どものうたをマイペースで弾いてしまう
保育者を現場は必要としない。子どものうたを
楽譜通りに弾くことができたとしても、子ども
の声を無視して弾いたのでは、むしろ害になる
からである。多くの場合、歌うことを第一の目
的として子どものうたがあるのではなく、ごく
自然に生活の一部として存在し、それを通して
遊び、仲問と同じ空間を共有することを楽しむ
経験を重ねて、感受性、音楽性、創造性を豊か
にすると考えられているe（注3）歌いながら
子ども達と言葉を交わすかもしれない。場合に
よっては、音を止めて次への展開を話したり、
感想を話し合ったりするかもしれない。必要な
ことは、目の前にいる子ども達に語りかけるよ
うな弾き方をすることなのであり、自分に籠も
った弾き方から離れなければならない。
　まずはきちんと弾きこなしてから、一つ一つ
組み立て整理しながら理解することを子ども達
は待ってくれない。いわゆる演奏技術の修得と
は別立てで子どものうたをとらえ、しかし実は
それらが内的つながりをもっていて、だんだん
に全体が見えてくることを目指し、初心者であ
ろうと、経験者と同じ諜題で試験を課している。
その課題には、伝統的な子どものうたは勿論の
こと、弾きながら歌うことや、2）鍵盤和声で
述べたことと関連付けて、今を生きる子ども達
の為に作られた新しい作品を積極的に取り上げ
ることで、実習や就職試験に備える意味も含ん
でいる。　　　　　　　　　　　、
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4）言式験言果題曲缶ii
　1回のステージは100回の練習に勝ることは
周知の通りである。通年科目ではあるが、成果
を確認する機会を前期試験時にも設定し、音楽
の當みの経験を秋むことで実践能力向上に結び
付けている。方針・内容等は担当の教員に任さ
れレベル別にクラスを編成しているのだから、
各々の判断で学生に見合った曲の発表をするべ
きであろう。しかし、如何せんレパートリーの
偏りは否めない。又、90分という限られた時間
に50人が披露し合うとなると、一入の持ち時聞
に自ずと制限が生まれてくる。そして一一番大き
な問題が、教育機関における「評価」という無
視できない側面である。体操競技やブイギゴァ
スケート等の芸術点が時々物議をかもしている
ことでも明らかなように、芸術系の評価という
ものは少なからぬ危険をはらんでいると思われ
る。評価者個々人の感覚に数学的・科学的証明
を持ち込むことは不可能（注4）だからである。
そこで、これら諸問題解決を模索し、発足2年
目から課題曲を設定してみた。その選曲方針は、
①通常の授業で取り上げない曲（初心者はこの
限りではない）　②レベル毎に4、つの時代（バ
ロック、古典、ロマン、近・現代）の作品を万
遍なく　③なかなか接することの少ない国の作
品から、その国の文化・風土に触れることがで
きる曲　として、当初の自論み以上の成果を見
出すことができたと考えている。
　普段あまり耳にしない曲で、レパートリ…一・の
偏りは払拭され、短い時間内で能力を発揮でき
るよう考慮して選び出した曲で何とか90分の枠
でおさめ、ある程度統一した見解を確認しつつ
評価に臨むことで、大きな差が少なくなった。
そして学生達自身が、習熟度を他者と比較する
ことにより自分の能力をより客観的に捉え｛rそ
の後の学習方針が立て易くなること、さらに、
表現の仕方によってNひとつの曲がいかに演奏
者の個性を表し多様な姿を見せるかを知り、保
育現場で音楽が重要なのは、それぞれのこども
達の個性を大切にすることなのだと身をもって
知ることが可能となる。又、ユ2～3曲の課題曲
を全ての学生が共有することで、初心者にとっ
て「弾けない」曲でも「知っている」曲になる
ことは、大きな喜びと目標意識を作り出してい
ることをあらためて認識した。
これら4点は、これまでの10年間でその時々の
学生に合わせ、少しずつ変化しながらも、基礎
技能の基本構造として定着した。
3．指導の実際
　ピアノ演奏だけでなく、保育園での音楽シr
ン全般に対処できる能力の育成法について、レ
ベル別に述べる。
1）レベル1
　保育園での音楽活動においてピァノはすべて
ではないが、88鍵の音域の広さ、・音量、音質の
幅等を考えると、その表現の豊かさには絶大な
ものがある。又、音楽の構造を理解する為にも、
他の楽器には見られない利便性があるeしかし、
楽譜を読むことから始める初心者にとって、2
年間で使いこなすことなど至難の技である為、
卒業後の自立を前提とした長期的な展望を持っ
た指導となる。
　目標の大きな項目は2つ、i①楽譜からの情報
を正確に解読すること　それに、②鍵盤和声に
おいて4～5種類の和音を使い分けることがで
きるよ1うになること　としている。
①楽譜の情報解読
　最初の3時間は、読譜の手助けになる基礎リ
ズムの理解に費やす。拍の倍加・分割を、教師
対学生、学生対学生で徹底的に行い、その関係
性がわかると、あとはli・一ム感覚でかなり難し
いリズム型も打ててしまう。教材としているバ
イエル教則本（最終曲106番）・の90番台もリズ
ムを打つだけなら楽にできてしまうのだ。まだ
1曲も弾いたことはないのにである。たくさん
弾かせたいと逸る気持ちを抑えてこの時間を持
つことで、これから始まる未知の分野に勇気を
持って足を踏み入れることができているように
思われる。多くの場合、教師から離れて一番苦
労するのは、リズムの取り方であるようだ。音
の高低を読むことは、目で確認できるが、・リズ
ムは見ることのできない時間の刻みであり、勘
違いが起きやすい。拍と裏拍を体得することで、
自立への道は大きく前進すると確信する。
　次に、感情表現に直結している表情記号の読
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み取りに力を入れている。現場では、この部分
こそが音楽の重要な役割と考えるからである。
強弱や速度の変化も、文字通り無機的に変える
のではなく、どんな小さな曲であろうとドラマ
として性格を持たせ、必ず感情を伴った変化を
つける癖を養い、技術偏重になりがちになるこ
とから救っている。これは取りも直さず、感覚
の世界に住む子ども達の理解にも通ずる。スタ
ッカートやレガートの表現、アンダンテやスキ
ップの躍動などが、生活や遊びの申から生まれ
てくる表現であることを忘れてはならない。必
要に応じて、狭い部屋で動き回って五感を刺激
し、全身で聴き取ることで、「音楽で心が動く」
ことを導き出すことができる。
②和音の使い分け
　レベル1の学生達にとって最も時問を割きた
い目標である。卒業後、有無を言わさず始まる
子どものうたに対処する為、古典的な度数表示
和声で主要三和音プラス「度等を徹底させる。
何とか簡易伴奏でつなぎながら研鑛を積んで掘
り下げ見直していくことを願っている。
　なかなか全員がバイエルの終了に至らず、指
導する側の時間配分の工夫が緊急課題となって
いるが、躍動感や静けさ、喜怒哀楽などが音を
通して他者に伝わることを知ることはできてい
ると思う。又、バイエルは、実に退屈で時代に
合わない　と言われ続けているが、左手の型が
ほぼ決まっており、伴奏のパターンを会得する
にはよいと思われる。
2）レベル2
　このレベルは、初心者が毎年80％を占め、経
験者も自己申告であるが半年から長くても6年
未満の学生たちが属している。
　初心者が多いので、まずは2年後現場で苦労
しないだけのピアノ演奏技術を身に付けること
を目標としている。具体的には、
①課題であるバイエルを2年次前期までに終
　了させる。（各都道府県で実施されている保
　育士試験の課題曲は大半が100番台である。〉
②子どものうたの伴奏、弾き歌い、コード演
　奏に慣れる。中でもコード演奏は、慣れてし
　まえばピァノ技術にさほど閲係なく伴奏が可
　能となるので特に力を入れている。
③自己表現することに自信をもつ。
としている。
　卒業までの問、ピァノが弾けないことの劣等
感を持…つことがないよう、音楽が楽しく好きに
なってほしいと思って指導している。音楽表現
においてピアノは一つの表現方法であるが全て
ではないので、自分自身の得意とすることを見
い出し表現できるようサポートできたらと考え
ている。これまでバイエルが終了できなかった
学生はおらず、子どものうたも弾きこなせるよ
うになっているので、一応の成果は上がってい
ると考えている。
3）レベル3
　このレベルに属する学生達の入学時点での演
奏能力は、バイエル終了程度から中にはかなり’
高度な曲を弾く能力のあるものまでぱらつきが
あり、マンツーマンの指尋が必要であるが、時
間が限られている為十分とは言い難く、その配
分に苦：慮している。授業では、学生同士が各々
持っている能力を生かしながら刺激し合うこと
も含め、保育士として必要な音楽能力を高める
ことを目的としている。
　保育士として必要な音楽能力とは、子どもの
うたをたくさん知っていること、伴奏を弾きな
がら歌えること、そして子ども達の様子を把握
しながら子ども達を引っ張っていけるような音
楽指導ができる等である。これは、難易度の高
い曲を弾くこととは必ずしも一致しない能力で
あるが、どんなに平易な曲を弾く場合でも、ピ
アノの演奏技術の基礎はきちんとできているこ
とが望まれる。肩や腕、手首にいらない力が入
っていたり、読譜のコツを杷握していない為、
苦労をしてピアノに向かう学生が多く見受けら
れる。また全般的に表現の幅が狭レ㌔そこで、
目標として3つの項目を立てている。
①ピアノの演奏技術の基礎力をつける。
　・身体、腕、手の使い方、力の抜き方を体得
　　し、楽に指を動かすようにする。
　・フレーズを理解し、2小節、4小節と大き
　　な単位で譜読みを進める。
　・適切な運指を考える。
②子どものうたの伴奏
　・歌のレパートリーを増やす。
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　・Elilの性格によって伴奏の表現方法を工夫す
　　る。
　・歌詞がはっきりわかるよう腹式1呼吸を使
　　い、大きな声で歌う。（発声指尋は今後の
　　課題）
r・・Rードネーム、和声』進行の基本を使い、自
　　分で簡易伴奏をつけ弾けるようにする。
③表現の幅を広げ、豊かにする。
　・課題として扱う曲の性格に合った演奏がで
　　きるようにする。
　保育士自身が豊かな音楽表現ができること
は、園児の情操をより豊かに育み、無意識のう
ちに心の内を引き出すことにつながるであろ
う。
　さらに、「保育士としての」という枠を超え
て、広くピアノ音楽への関心も促している。ピ
アノの指螺を受けた年数がユ4年～4・5年で、
差はあるもののほとんどの学生が発表会などで
の演奏経験をもっており、意欲的な姿勢を見せ
る学生も少なくなV㌔このレベル独自にアンケ
ート（資料2）を行っているが、大半の学生が
有名な曲を弾きたがり、テクニックを身につけ
たいと答えている。その為に、時聞的制約の中、
以下のことを試みている。
①CDを貸し出し、名演奏に触れ、感性を磨
　く。
②楽譜の内容を探り、音楽の本質を捉える為
　の楽典の学習。学生の状況に合わせた内容の
　ミニテストを作成し自主学習を促す。（楽語
　の読み方、意味や、和音、コ・一ドネーム理解
　の確認等）
　そして音楽が、人々が生きる為の原動力を生
み出し、それを支えていく為の意欲をいかに鼓
舞し得・るかという本質を常に押え、音楽を通し
ての自己表現をより円滑に行い、様々な立場の
人との心の底からの交流をするために音楽とい
う手段を用いることを可能にしてゆくことを目
標として、①ダルクローズ、コダーイシステム
など、氾濫する音に対抗し、自らの要求として
の音の在り様に着目した教育手段の紹介や、②
演奏技術の解説文書を提示し、2年聞で習得不
可能な部分を卒業後に開拓してゆけるよう道案
内している。
　又、このレベルは「自主的であるか」という
ことに重点を世いている。与えられた教材をこ
なすだけではなく、保育園あるいはそれぞれの
施設での生活全般の流れを想定して、自分で目
標を設定し習得を目指す（資料3）。これは長
期休暇に向けて実施しており、練習上の注意ア
ドバイスも、その都度配布している。
3．今後の課題
　どのレベルでも浮かび上がる問題点は、すべ
て時澗不足に起因しているように思われる。し
かし、現状を見れば精一杯の確保であることは
明らかで、この状況でさらに効果的な指導法を
再検討、模索していかなければならない中、時
間の有効利用として、個人指導を待っている問
にできることを工夫しようという提案が出され
ている。音を聴く場所を設け、CDを聴いての
予習や、自分の演奏の録音を聴いて復習、反省
の場にしたり、あるいは、図書を推薦し読ませ
るなどである。これは実現不可能ではない。
　他に、歌唱能カアップをどこで補うかという
問題もこれから先ずっと背負っていくこととな
ろう。
　そして又、時代の要請で大変な注目を浴びて
いる音楽療法にも少しでも近づけるよう、即興
演奏への導入も取り上げていかなければならな
いと思っている。
　もう一つの諜題は扱っている音楽そのものに
っいてである。我々はいわゆる西洋音楽を通し
て世界を見てしまう傾向にあると思うが、実は
世界の音楽文化の中のほんの一部でしかない。
日本のわらべうたすら歌われなくなっている中
で、子ども達がこれからの時代を、他の国々の
人々とどう交流していくのか一抹の不安を感じ
る。これからの国際文化交流を見据えて、幼児
の時代から様々な民俗音楽に触れ、そこからそ
の国の生活や文化を理解していけるよう取り組
んでいきたいと考えている。
注1
注2
生活福祉専攻発足当初、幼児教育学科の
長井春海先生の御助言により実施し現在
に至る。
若尾裕・岡崎香奈，著「即興演奏ハンド
ブック」音楽之友社
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注3　大畑祥子
　　　社
編著「保育内容　表現」建畠　　注4 斉藤美和子　保育士養成課程におけるコ
ンサート活動について
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資料筆
県立新潟女子短期大学研究紀要　第40号　2003
　　　　　　　　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　氏名
1．入学前におけるピアノレッスン経験について
　　1、なし
　　2、あり
　　　　幼児期　　　　　歳～　　歳
　　　　小学校　　　　　　学年～　　学年
　　　　中学校　　　　　　学年～　　学年
　　　　高等学校　　　　　学年～　　学年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　年間
2．レヅスンを受け始めた動機について
　　ユ、自分が習いたかったから　　　2、親にすすめられて
　　3、兄弟婦妹が習っていたから　　　4、友達が習っていたから
　　5、受験に実技があったから
　　6、その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3．現在使用しているテキストにOを、今まで使用したものに△をつけて下さい。
　　　1、バイエル　　2、ブルグミユーラー25　3、同　18　．4、ピアノ小曲集
　　5、ソナチネアルバム　　6、ソナタアルバム　　7、ハノン
　　8、ピアノのテクニック　9、ヅェルニー1eo番　　10、同30番
　　　11、同40番　　12、同50番　13、バヅハインヴェンション
　　　14、その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
4．現在個人的にピアノのレヅスンに通っていますか。
　　　i．　います　　　　2、いません
5。ピアノの練習はどこでしますか。
　　　1、自宅　　　　2、学校　　　3、その他
6．ピアノ以外の楽器あるいは歌の経験について
　　　1、声楽　　2、台唱　　3、オルガン　　4、電子オルガン
　　　5、管楽器｛フル・一ト、尺八h等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞
　　　6、弦楽器（ヴアイオリン、琴、等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　7、その他｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
7．高等学校3年間における音楽の履修について
　　　1、履修しなかった
　　　2、履修した　　　　　♪1年生　　　♪2年生　　　♪3年生
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一30－一
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